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頑張ってます！農地利用最適化推進活動 No.４

　

背
丈
以
上
も
あ
る
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
が
生
い
茂
る
九
日
市
上
町
字
永

長
の
遊
休
農
地
二
十
五
㌃
を
、
平
成
二

十
七
年
十
月
ビ
オ
ト
ー
プ
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
十
九
年
に
三
十
六
㌃
、

平
成
三
十
年
に
一
㌶
と
管
理
地
を
拡
げ

て
い
ま
す
。

　

都
市
化
が
急
速
に
進
み
、
住
宅
地
の

中
に
農
地
が
点
在
す
る
現
状
は
、
諸
々

の
事
情
で
米
作
り
が
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
区
内
の
耕
作
者
、
中
間
管
理
機
構
、

他
地
区
の
大
型
農
家
へ
の
利
用
調
整
も

進
ま
な
い
中
、
放
置
す
れ
ば
遊
休
農
地

に
な
る
の
は
必
然
で
す
。

　

幸
い
コ
ウ
ノ
ト
リ
大
空
を
翔
る
豊
岡

で
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
い
下
り
る
ビ

オ
ト
ー
プ
は
、
多
く
の
皆
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市
道
三
坂
納
屋

線（
空
港
線
）の
車
の
中
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
山

陰
線
の

車
窓
か

ら
見
ら

れ
る
大

き
な
コ

ウ
ノ
ト
リ
が

羽
ば
た
く
光

景
は
感
動
も

の
で
す
。

　

一
昨
年
発

足
し
た
八
条

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
も
、
平
成
二
十

九
年
七
月
三
十
日
に
第
一
回
ビ
オ

ト
ー
プ
八
条
ま
つ
り
、
平
成
三
十
年
七

月
一
日
に
第
二
回
ビ
オ
ト
ー
プ
八
条
ま

つ
り
を
開
催
し
、
多
く
の
地
域
の
皆
様

に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
学
習
や
生
き
物
調
査
・
ザ
リ
ガ
ニ

釣
り
な
ど
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

た
だ
単
に
遊
休
農
地
の
解
消
に
と
ど

ま
ら
ず
、
昔
の
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
少

し
で
も
取
り
戻
し
、
結
果
と
し
て
自
然

環
境
の
整
備
と
保
全
・
子
ど
も
達
の
遊

び
場
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
等
、

多
く
の
役
割
を
担
っ
て
い
け
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

本
来
は
米
作
り
の
場
で
あ
る
田
ん
ぼ

で
す
が
、
時
代
に
合
わ
せ
て
遊
休
農
地

と
な
ら
ぬ
よ
う
に
様
々
な
取
り
組
み
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
推
進
委
員　

宮
村 

吉
一
）

　

日
高
東
地
区（
日
高・国
府・八
代
の
三

地
区
）を
農
業
委
員
二
名
、
推
進
委
員

三
名
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
水
田
面
積

は
約
五
百
八
十
三
㌶
で
、
国
府
平
野
や

主
要
幹
線
道
路
沿
い
で
主
に
稲
作
栽
培

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
集
落
営
農
や
大
規

模
農
家
に
よ
る
積
極
的
な
耕
作
が
行
わ

れ
る
中
、
有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
農
地

は
集
落
の
入
り
口
付
近
ま
で
で
、
集
落

よ
り
奥（
山
沿
）や
、
谷
間
な
ど
は
荒
廃

が
ひ
ど
く
、
原
野
化
す
る
な
ど
、
作
物

栽
培
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
遊

休
農
地
面
積
は
水
田
面
積
の
約
二
．

三
％（
十
三
．二
㌶
）に
及
ん
で
い
ま
す
。

農
地
の
減
少
の
み
な
ら
ず
景
観
・
環
境

面
や
耕
作
農
地
に
も
悪
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
状
況
で
す
。
こ
れ
以
上
、
遊
休

農
地
の
拡
大
を
防
止
し
、
次
世
代
に
受

け
継
げ
る
よ
う
し
た
い
も
の
で
す
。

　

一
方
、
儲
か
る
農
業
を
目
指
し
て
規

模
拡
大
し
、
機
械
化
に
よ
り
労
働
生
産

性
は
上
が
る
も
の
の
、
広
域
的
農
地
を

効
率
よ
く
管
理
で
き
な
く
な
り
、
土
地

生
産
性
の
低
下

が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
差
を
埋
め

る
た
め
さ
ら
に

面
積
を
増
や
し
、

ま
す
ま
す
管
理

不
足
に
よ
る
水

田
の
潜
在
能
力

の
低
下
を
招
く

悪
循
環
が
各
地

で
散
見
さ
れ
ま

す
。

　

今
後
は
、
現

状
維
持
を
最
低

条
件
と
し
、
集

落
農
地
は
集
落

で
守
る
、
守
ろ

う
と
い
う
認
識
や
意
識
改
革
が
必
要
と

思
い
ま
す
。

　

集
落
営
農
が
可
能
な
地
区
は
別
と
し

て
、
小
規
模
の
個
人
農
家
も
地
域
農
業

へ
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
新
規

就
農
、
担
い
手
育
成
及
び
集
落
営
農
な

ど
早
急
に
で
き
な
い
中
、
少
し
で
も
前

に
向
か
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
事

情
を
良
く
知
る
多
く
の
個
人
農
家
の
中

に
は
、
支
援
制
度
の
利
用
を
望
む
も
の

の
、
そ
の
方
法
を
知
ら
な
い
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
数
人
又
は
グ
ル
ー
プ
な

ど
仲
間
作
り
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

農
地
を
守
る
の
に
規
模
が
大
き
い
、

小
さ
い
は
関
係
な
く
、み
ん
な
で
守
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
以

上
、遊
休
農
地
を
増
加
さ
せ
な
い
こ
と

が
、先
人
や
次
世
代
に
対
し
、今
あ
る
土

台
に
立
つ
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
責

務
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。

（
推
進
委
員　

安
岡 

平
夫
）

八
条
・
豊
岡
地
区

（
豊
岡
地
域
）

コウノトリとともに

水田ビオトープ

遊休農地の状況

日
高
東
地
区

（
国
府
・
八
代
・
日
高
地
域
）

宮村推進委員
八条・豊岡地区

平野推進委員
八代地区

植村推進委員
国府地区

安岡推進委員
日高地区

上坂農業委員
国府・八代地区

宮岡農業委員
日高地区

西沢農業委員
八条・豊岡・中筋地区
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伝統農産物・特産農産物の紹介 Part3
昔から農家や地域で大切に守られてきた多くの伝統農産物や特産農産物等を皆さんに知ってもらい地域農業
の振興に役立ててもらうため、平成28年度にマップを作成しました。（Ｎｏ．３６農委だより）特集で農産物等を紹
介していきたいと思います。今回は“イチゴ”と“コウノトリ育むお米”です。

 　

豊
岡
の「
イ
チ
ゴ
」は
、昭

和
三
十
年
代
か
ら「
幸
玉・ダ

ナ
ー
」の
品
種
で
露
地
栽
培

か
ら
は
じ
ま
り
、四
十
年
代

に
は
ト
ン
ネ
ル
栽
培
か
ら
ビ

ニ
ー
ルハ
ウ
ス
に
、品
種
も
宝
交
早
生
が

一
世
風
靡
と
な
り
、植
物
成
長
ホ
ル
モ

ン
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、年
内
出

荷
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

五
十
年
代
に
は「
麗
紅・女
峰・と
よ

の
か
」と
い
う
休
眠
が
短
い
、連
続
出

蕾
性
の
品
種
が
出
現
し
、収
穫
期
も

十
一月
下
旬
か
ら
五
月
下
旬
へ
と
拡
大

し
て
、六
十
年
代
に
は「
と
よ
の
か
」主

流
の
美
味
し
い
イ
チ
ゴ
栽
培
が
定
着
し

ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、大
粒
で
酸
味
が
少
な
く

甘
い
食
感
の
柔
ら
か
さ
が
特
徴
の「
章

姫
」、果
皮
は
薄
い
橙
赤
色
で
比
較
的

か
た
く
、果
肉
は
白
色
、甘
味
、酸
味
の

バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、上
品
な
香
り
が
楽

し
め
る「
か
お
り
野
」、果
皮
は
鮮
赤

色
果
実
は
大
き
く
甘
味
と
酸
味
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
コ
ク
が
あ
る「
紅
ほ
っ

ぺ
」の
三
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
上

旬
よ
り
収
穫

が
始
ま
り
ま

す
が
、い
つ
、

美
味
し
い
の

か
っ
て
？

　

そ
れ
は
年

末
か
ら
二
月

下
旬
に
か
け
て

で
、寒
く
て
な
か

な
か
着
色
が
進

ま
ず
、そ
の
間
に

味
が
のっ
て
く
る

の
で
す
。

　

収
穫
の
期
間
、

十
一月
上
旬
か
ら

五
月
下
旬
ま
で
は
栄
養
成
長
と
生
殖

成
長
が
同
時
に
進
む
た
め
、味
が
こ
ろ

こ
ろ
変
わって
い
き
ま
す
。

　

一
期（
イ
チ
ゴ
）一
会
、「
こ
の
前
頂

い
た
イ
チ
ゴ
が
美
味
し
か
っ
た
か
ら
」

と
い
っ
て
も
同
じ
味
に
出
会
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

収
穫
を
し
な
が
ら
三
月
に
は
育
苗

ハ
ウ
ス
で
親
株
定
植
、収
穫
後
、六
月
に

は
土
壌
の
太
陽
熱
消
毒
、施
肥
な
ど
の

土
作
り
、九
月
に
は
苗
の
定
植
、十
月

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
張
替
え
、開
花
の
頃

は
ミ
ツ
バ
チ
を
放
飼
し
、そ
し
て
十
一月

か
ら
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ス
四
度
を
下
回
る
と
凍
害

が
発
生
す
る
た
め
、厳
寒
期
に
は
ス

ト
ー
ブ
を
使
用
し
、常
に
温
度
を
気
に

し
な
が
ら
の
栽
培
管
理
が
一
年
を
通

し
て
続
き
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
冬
の
天
候
が
よ
く
て

育
ち
が
よ
く
、甘
さ
は
抜
群
と
の
こ
と
。

　

毎
朝
、甘
い
香
り
が
漂
う
ハ
ウ
ス
内

で
イ
チ
ゴ
の
様
子
を
見
な
が
ら
、誰
も

が
美
味
し
い
と
いって
食
べ
て
い
た
だ
け

る
、つ
や
や
か
で
新
鮮
な
豊
岡
の
特
選

品「
イ
チ
ゴ
」の
出
荷
に
向
け
て
の
作

業
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
農
業
委
員　

水
嶋 

義
彦
）

豊
岡
市
八
社
宮　

西
沢 

和
代
さ
ん

美
味
し
い
豊
岡
の「
イ
チ
ゴ
」

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
は
、
①
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
要
件
を
遵
守

し
て
栽
培
し
て
い
る
こ
と
②
Ｊ
Ａ
た

じ
ま
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
生
産
部

会
員
が
登
録
さ
れ
た
圃
場
で
栽
培
し

て
い
る
こ
と
③
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お

米
栽
培
暦
を
遵
守
し
て
栽
培
し
て
い

る
こ
と
、
が
必
要
要
件
で
あ
り
、
Ｊ

Ａ
た
じ
ま
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
で
す
。

　

平
成
三
十
年
度
豊
岡
市
で
の
栽
培

面
積
は
、
約
三
百
七
十
九
㌶
（
内
無

農
薬
栽
培
は
約
百
二
十
二
㌶
）
で
二

百
三
十
七
人
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
米
の
特
徴
は
、
化
学
合
成
さ

れ
た
肥
料
は
一
切
使
用
せ
ず
、
有
機

肥
料
を
使
用
し
、
化
学
合
成
さ
れ
た

農
薬
は
、
七
十
五
％
以
上
慣
行
よ
り

少
な
く
使
用
す
る
か
、
全
く
使
用
し

な
い
か
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
お
り
、

安
全
・
安
心
で
あ
る
こ
と
で
す
。
更

に
冬
み
ず
田
ん
ぼ
、
早
期
湛
水
、
深

水
管
理
、
中
干
延
期
な
ど
、
田
ん
ぼ

の
湛
水
期
間
を
長
く
し
、
水
生
生
物

や
昆
虫
な
ど
、
よ
り
多
く
の
生
き
も

の
を
育
み
、
環
境
に
優
し
く
コ
ウ
ノ

ト
リ
野
生
復
帰
に
も
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
環
境

を
大
切
に
す
る
た
め
、
や
や
収
量
が

少
な
く
、
水
管
理
や
無
農
薬
栽
培
に

お
け
る
雑
草
対
策
に
多
く
の
労
力
が

必
要
等
、
経
済
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、

一
般
米
に
比

べ
安
全
・
安

心
で
環
境
に

や
さ
し
い
こ

と
が
理
解
さ

れ
、
高
価
格

で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
元
但
馬
を
は
じ
め
、

関
西
、
関
東
、
沖
縄
等
で
販
売
さ
れ

て
お
り
、
ス
ー
パ
ー
で
の
特
売
や
消

費
者
と
の
交
流
等
を
通
じ
て
販
売
促

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
豊
岡
市
で
は
、
安
全
・
安
心

で
お
い
し
い
こ
と
か
ら
学
校
給
食
に

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
海

外
へ
の
販
売
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

米
だ
け
で
な
く
そ
の
取
り
組
み
に
も

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

日
本
酒
や
焼
酎
等
、
高
付
加
価
値
商

品
の
販
売
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
農
業
委
員
・
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
コ
ウ
ノ

　

ト
リ
育
む
お
米
生
産
部
会
長

　

大
原 

博
幸
）

安
全・安
心
で
環
境
に
優
し
い

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」

スーパーでの販売促進

子
ど
も
達
に
よ
る

生
き
物
調
査

消
費
者
と
の

稲
刈
り
交
流
会

きれいな空の下でイチゴ栽培

夫婦仲良くイチゴ栽培

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米

生
産
部
会


